<書評> 『自由の秩序 : カントの法および国家の哲学』 を読む by 大森 一三
















































的なアクチュアリティを有していること 指摘しておきたい。大部な著作であり、全体にわたって重要な論点が述べられているが、特に二〇〇七年の第三版から収録された「緒論」を読むことをお勧めしたい。政治哲学が特に求められている今日の時代状況に って、リベラリ ムとはどのようなものであり、リベラリズムがいかにカントの法哲学を基礎にしているかを知ることができる。
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